





































































































し、その品質を q、価格 p をとする。生産費用












位当たりの税額は、税率を taとすると tap であ
る。従量税の製品一単位当たりの税額は、税率を
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を q 2x から q 2x へと変更できる。ただし、
  (0 1)はプロセスイノベーションの費用削減
効果を表す。このときの独占企業の目的関数は






(2 ( 1 t a ) t s )( (1 t a ) t s )
9 ( 1 t a )  
q  





























Π21 [ pH  pH t a  qH t s  qH2 ] xH







 3 2 ( 1 t a )2  2 t s2  (1 t a ) t s




 7 2 ( 1 t a )2  4 ( 1 t a )t s  3t s2

















































ブを I1 (t a t s ) とすると、
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 (t a t s ) とすると、
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となる。ただし、
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生の関数 D (t a t s ) はパラメータ 、k、 を含まな
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である。
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である。税率に関わらず式 ３４は負であり、均衡価
格は従価税の税率の減少関数であることがわか
る。t s    (1 t a ) 2のとき式 ３５は負であり、均
衡価格は従量税の税率の減少関数であることがわ
かる。式 の均衡品質を税率で微分すると、




















の も の に 近 づ く こ と に な る。そ し て、
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である。
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である。税率に関わらず式 ４１と式 ４２は負であり、
均衡価格は従価税の税率の減少関数であることが
わかる。t s   ( 1 t a ) 4のとき、式 ４３は負であ
















































































く。t s   ( 1 t a ) 4のとき、従量税の税率を下
げると、均衡価格は下がるため、ファーストベス
トのものに近づくことになる。つまり、
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である。
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Abstract
This paper analyses effects of commodity taxation on technological innovation by devel-
oping a model of vertically differentiated multiproduct monopoly. When the tax rate of ad
valorem tax is small, ad valorem tax rather than specific tax exerts a strong effect on mo-
nopoly’s incentive on both product and process innovations. Further, a taxation system
structured by ad valorem tax with a positive tax rate and specific tax with a negative tax
rate maximizes social welfare.
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